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嘉瀬地区子ども会
育成会が合宿 
日本生命財団より
和太鼓助成 

育成会が合宿 	 “l一 

7月末現在 前年同月比 

男 6,238人 △ 110人 

女 6,844人 △ 123人 

計 13,082人 △ 233人 

世帯数 	3,881 



▲タ食は静かに。きゆうりにかぷりつき 

▲火に腰がひけてる’? 

▲ほぽ全員で記念撮影？ 

I III 川I ―川川金木だより ② 

自主・罵‘Iや4,.蓮帯 
嘉
瀬
地
区

子
ど

も
会

育
成

会
が

合
宿
 

子
ど
も
た
ち
の
自
主
性
と
お

も
い
や
り
、
そ
し
て
連
帯
感
を

養
お
う
と
嘉
瀬
地
区

子
ど
も
会

育
成
会
が
木

造
町
の
野
外
活

動

施
設
 
「昇
風
山
の
家
」
に
七
月

ニ
十
日
、
二
十

一
日
の
一
泊
一
一

日
、
子
ど
も
と
父
兄
合
わ

せ
て

九
十
人
程
で

合
宿
し
た
。
 

当
日
は
一
学
期
の
終
業

式
の

日
で
、
午
前
中
は
曇
り
空
で
あ

っ
た
が
、
通
信
簿
を
も
っ

て
帰

る
お
昼
近
く
か
ら
雨
。
そ
れ
で
 
 

も
元
気

に
バ
ス
二
台
に
分
乗
し

て
出
発
。
 

昇
風
山
の
家
に
つ
い
て
か
ら

も
雨
が
降
っ

た
り
や
ん
だ
り
と

す
ぐ
れ
な
い
空
模
様
。

結
局
テ

ン
ト
設
営
が
無
理
と
わ
か
り
、
 

子
ど
も
た
ち
は
一
番
楽
し

み
に

し
て
い
た
テ
ン
ト
生
活
が
で
き

ず
残
念
が
っ

た
。
そ
れ
で
も
小

学
校
一
年
生
か
ら
中
学
生

ま
で

の
班
を
六
班
編
成
し
、

何
を
す

る
の
も

一
緒
と
雨
で
退
屈
す
る
 
 

か
な
と
心
配
し

て
い
る
父
兄
を

尻
目
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
を

工
夫
し
て
い
た
。
 

テ
ン
ト
設
営
が
で
き
な
か
っ

た
お
陰
で

一
番
被
害
を
被
っ

た

の
が
お
母
さ
ん
方
。
 
一
緒
に
子

ど
も
た
ち
と
タ
食

の
豚
汁
な
ど

を
作
る
は
ず
が
、

流
し
が
狭
い

た
め
に
自
分
た
ち
だ
け
で
作
る

羽
目
に
ノ
 

そ
ん
な
時
、
子
ど
も
た
ち
は

雨
の
中
自
分
で

ト
ー
チ
を
作
っ
 
 

て
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
。

ト
 

ー
チ
を
か
ざ
す
の
が
慣
れ
な
い

せ
い
か
、
あ
ぶ
な
っ
か
し
い
手

つ
き
に
ハ
ラ

ハ
ラ
す
る

こ
と
も

あ
っ
た
が
自
分
だ
け
の
『
炎
』
 

に
満
足
げ
。
 

タ
食
後
は
雨
の
合
間
を
見

て

花
火
大
会
。
施
設
全
体
が
花
火

の
煙
と
歓
声

に
包
ま
れ
た
。
 

テ
ン
ト
で
な
い
た
め
に
大
広

間
に
全
貝
が
毛
布
一
枚
で
ザ
コ

寝
。
 コ
ウ
フ
ン
し
て
な
か
な
か
 
 寝

つ
か
れ
な

い
子
が

い
た
リ
、
 

朝
四
時
ご

ろ
に
は
起
き
出
す
子

も
い
る
な
ど
、

翌
朝
大
人

だ
け

が
眠
そ
う
だ
っ

た
。
 

今
回
の
合
宿
は
、
六
月
九
日

に
行
わ
れ
た
「
子
ど
も
虫
ま
つ

り
」
 
に
続
いて
の
行
事
で

子
ど

も
た
ち

に
と
っ
て
楽
し

い
思
い

出
と
な
っ
た
。
嘉
瀬
地
区
子
ど

も
会
育
成
会

に
と
っ
て
は
、
会

発
展
の
礎
と
な
っ
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。
 



青
森
県
は
、
首
都
圏
で
働
く
 

U
タ
ー
ン
を
希
望
す
る
方
の
 

1
0時
か
ら
1
6時

本
県
出
身
U
タ
ー
ン
希
望
者
を
 

い
る
ご
家
族
は
、
ご
本
人
に
参
 

一
「
 場
所
 

対
象
に
、
県
内
U
タ
ー
ン
採
用
 

加
を
呼
び
か
け
て
く
だ
さ
い
。
 

東
京
都
中
野
区
中
野
四

ー
 

青
森
県
U
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
開
催
 

希
望
企
業
と
東
京
に
お
い
て
面
 

二
 
日
時
 

一
ー
一
 
（
中
野駅
前
）
 

接
相
談
を
行
う
『
U
タ
ー
ン
フ
 

平
成
三
年
九
月
二
十
二
日
 
『

サ
ン
プ
ラ
ザ

』
 

エ
ア
』
を
開
催
し
ま
す
。
 

（
日曜
日
）
 

（
十
一
階
皐
月
）
 

澄
み
わ
た
る
吹
奏
楽
の
調
べ
 

第
1
3回
西
北
五
地
区
吹
奏
楽
祭
 

’ 、 

▲太鼓の打ち初め 

日
本
生
命
財
団よ
り
和
太
鼓
助
成
 

伝
統
文
化

の
継
承
活
動
活
発
に
 

金
木
町
子
ど
も
会
育
成
連
合

会

（
西
村
万
吉
会
長
）
が
七
月

十
五
日
、
日
本
生
命
財
団
よ
り

和
太
鼓
六
個
（
五
＋
四
万
円
相

当
）
を
助
成
さ
れ
た
こ
と
を
記

念
し
て
、
こ
の
ほ
ど
喜
良
市
生

活
改
善
セ
ン
タ

ー
に
町
子
連
幹

部
や
町
長
、
教
育
長
が
出
席
し

て
、
 
「児
童
少
年
の
健
全
育
成

助
成
金
」
受
領
祝
賀
会
が
催
さ
 
 

れ
た
。
 

こ
の
和
太
鼓
は
、
財
団
か
ら

の
助
成
が
決

ま
っ
た
際
に
、
近

年
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い

る
子

ど
も
た
ち
の
伝
統
文
化

（
春
に

は
豊
作
を
祈
願
す
る
「

さ
な
ぶ

り
、
獅
子
、
荒
馬
虫
お
く
り
」
 

が
あ
り
、
夏
に
は
地
域
住
民
が

総
出
の
ね
ぶ
た
運
行
な
ど

）
へ

の
思
い
入
れ
や
継
承
活
動
を
ふ
 
 ま

え
て
申
請
、

受
理
さ
れ
た
も

の
で
す
。

こ
の
た
め
に
ど
こ
の

子
ど
も
会
で
も
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
、
今
後
町
の
伝
統
文
化

は
後
継
者
難

に
泣
か
さ
れ
る
一
」
 

と
な
く
発
展
し

て
い
く
の
で

は

な
い
か
と
町
子
連
幹
部
た
ち
は

喜
ん
で

い
た
。
 

和
太
鼓
を
使
っ
た
こ
れ
か
ら

の
活
動
と
し

て
は
、
十

一
月
十

七
日
、
町
中
央
公
民
館
で
開
催

さ
れ
る
 
「西
北
五
子
ど

も
の
祭

典
」
 
に
金
木地
区

の
子
ど
も
会

が
 
「子
ど
も
さ
な
ぶ
り
荒
馬
」
 

が
披
露
さ
れ
る
。
 

祝
賀
会
で
は
、
西
村
会
長
が
 

「
こ
れ
か
ら
子
ど
も
た
ち

の
行

事
に
お
お
い
に
使
っ
て
い
き
ま

す
」
 
と
挨
拶
、続
い
て
町
長
、
 

教
育
長
が
「
積
極
性
が
あ
る
も

の
に
は
助
成
を
惜
し
ま
な
い
。
 

太
鼓
の
皮
が
速
く
破
れ
る
ほ
ど

使
っ
て
欲
し

い
」
と
お
祝
い
の

言
葉
を
述

べ
た
。
 

こ
の
後
、
喜
良
市
子
ど

も
会

の
有
志
が
太
鼓
の
打
ち
初
め
を

し
て
祝
賀
会
に
華
を
添
え
た
。
 

吹
奏
楽

に
い
そ
し
ん
で

い
る

人
た
ち
が
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
披
露
す
る
、
第
十
三
回
西

北
五
地
区
吹
奏
楽
音
楽
祭

が
七

月
二
十
八
日
、
金
木
中
学
校
体

育
館
で
開
か
れ
た
。
 

音
楽
祭

に
参
加
し
た
の
は
鶴

田
中
学
校
、
金
木
南
中
学
校
、
 

五
所
川
原
第

一
中
学
校
、
金
木

中
学
校
、
五
所
川
原
高
等
学
校
、
 

木
造
高
等
学
校
の
六
校
と
五
所

川
原
吹
奏
楽
団
の
各
団
体
。
 

演
奏
に
先
立
ち
平
川
亮
司
西

北
五
地
区
会
長

（
金
木
中
学
校

長
）
が
 
「音
楽
を
通
し
て
自
己

を
表
現
す
る
こ
と
を

お
互
い
に

学
び
あ
い
、
実
り
多

い
音
楽
祭

に
し
て
欲
し

い
」
と
挨
拶
。
 

ま
た
古
川
教
育
長
が
 
「音
楽

は
感
情
が
表

に
で
や
す
い
も
の
 
 

だ
が
、
日
頃
の
練
習
の

成
果
を

十
分
に
発
揮
し
て
素
晴
ら
し

い

音
楽
を
き
か
せ
て
く
だ
さ
い
」
 

と
激
励
の
言
葉
を

の
べ
た
。
 

演
奏
で
は
各
団
体
と
も
心
に

し
み
わ
た
る
よ
う
な
澄

ん
だ

ハ
 

ー
モ

ニ
ー
を
聴
か
せ
、
多
勢
の

聴
衆
の
拍
手
を
浴
び
、

最
後
に

行
わ
れ
た
出
演
者
全
員
に
よ
る

合
同
演
奏
は
圧
巻
だ
っ

た
。
 

現
在
西
北
五
地
区

の
学
校
で

は
、
吹
奏
楽
に
取
り
組
ん
で

い

る
と
こ
ろ
が
全
体

の
約
三
分
の

一
程
度
と
や
や
少
な
め
だ
が
、
 

金
木
町
に
お
い
て
は
金
木
、
金

木
南
両
中
学
校
と
金
木
小
学
校

の
三
校
が
取
り
組
ん
で
お
り
、
 

今
後
よ
り
一
層
の
飛
躍
が
期
待

さ
れ
る
。
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昌
十
校
校

内

相
撲
大
ム

云
 

士品
】
瀬
 
小
 

第
三
位
 
斎
 

藤
 
郁
 
美

鳴
 
海
 
敬
 
子
 

第
二
位

第
三
位
 

▲―年生どうしの押しあい 

ま
わ
し

姿
も
り
り
し

く
「
は
つ
け
よ
い
」
 

先
輩
に
統
け
と
ば
か
り
、
嘉
 
の
取

り
組
み
で
、
初
め
て
ま

わ
 
ま
た
女

子
は
、
体
育
館

の
中
 
▽
四

年

瀬
小
学
校
恒
例
の

校
内
相
撲
大
 
し
を

つ
け
る

一
年
生
の
姿
が
り
 
に
マ
ッ

ト
を
敷
い
た
特
設
土
俵
 
第

一
位

会
が
、
七
月
＋
九

日
肌
寒
く
小
 

り
し
く
遥
し
く
う
つ
っ

た
。
し
 
の
上
で

膝
を
つ
い
て
の
 
「ね
ま
 
第

二
位

雨
降
る
中
で
開
か
れ
た
。
 

か
し
本
格
的

に
相
撲
を
取
っ
た
 
り
相
撲

」
。

こ
ち
ら
は
が
っ
ぷ
 
第

三
位

こ
の
相
撲
大
会

は
、
全
校
児
 

こ
と
が
な
い
せ
い
か
、
土
俵
上
 

り
四

つ
と
な
る
た
め
、
な
か
な
 

童
が
参
加
す
る
も

の
で
、
相
撲
 
で

は
戸
惑
う
こ
と
も
。

ニ
年
生
 

か
勝
負
が

つ
か
ず
力
感
あ
ふ
れ
 
▽
五

年

で
勇
名
を
馳

せ
て
い
る
嘉
瀬
小
 

以
上
に
な
る
と
さ
す
が
に
堂
に
 
て
汗
だ

く
。
 

第

一
位

学
校
の
伝
統
の

下
地
は
こ
ん
な
 
入
っ

た
も
の
で
、

ま
と
も

に
頭
 
当
日

は
雨
天
に
も
か
か
わ
ら
 
第

二
位

と
こ
ろ
に
。
 

か
ら
ぶ

つ
か
っ
て
い
っ
た
り
と
 
ず
、

土
俵
脇
の
特
設

テ
ン
ト
機
 
第

三
位

男
子
児
童
は
屋
外
の
土
俵
で
 

見
て
る
ほ
う
が

（
ラ
ハ
ラ
。
 

敷
き
に
は
多
勢
の
父
兄
が

応
援
 

「
】
 
）
叫
郵
臨
響
「っ
▽粉戸
 

一
 

☆
入
賞
者
は
次
の
通
り
。
 

第
三
位
 

◇
男
子
 
第

三
位

▽
一
年
 

第
三
位
 

▽
四
年
 

第

一
位
 
津
 
田
 
ゆ
か
り
 

▽
六
年
 

第
二
位
 
伊
 
藤
 
愛
 
里
 
第

一
位
 
津
 
田
 
恵
 

第
三
位
 
小
 

松
 
啓
 
子
 
第

ニ
位
 
原
 
田
 
千
夏

子
 

▽
三
年
 
成
 

田
 
和
歌
子
 
第

三
位
 
鳴
 
海
 
寿
 
美

第

一
位
 
桜
 
井
 
真
奈
美
 

▽
五
年
 
鎌
 

田
 
美
香
子

第
二
位
 
山
 
中
 

亜
希
南
 
第

一
位
 
松
 
川
 
聡
 
佳
 

(
 

(
 

▲がっぷり四つの大相撲 

第

一位 

佐 藤 弘 

行 

◇女
子 

第

二位 

中 村 友 

哉 ▽一

年 

第

三位 

蛸 島 祥 

太 第

一位 

小 松 勝 

彦 第

二位 

小蛸 中 佐

松 島 村 藤

勝 祥 友 弘

彦 太哉行 

V 
第 第 第 二 第 第 第 
三 二 一 年 
位位位 位位位 

i畢津 秋津 山 深i畢 成

田 田 村 田 本 田 田 田 

加 陽 優 	杏 紗 香 顕 
奈 	 耶 緒
子 香 子 忍 紗 佳 里 恵 

顕
 
恵
 

香
緒
里
 

紗
耶
佳

杏
 
紗
 

成 小伊i翠 

田 松 藤 田 

啓 愛

子 里 

鎌 鳴 原i畢 小 山 阿

田 海 田 田 松 中 部 

美 寿千 	貴 由 光 
香 夏 
子 美子 恵 子 嘉子 
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V 
第 第 第 三
三 二 一 年
位位位 

今黒 鳴 乗

川 海 田

俊真博義

伸裕一 孝 

中
 
治
 
樹
 

棟松松i畢 山 秋平 小 松 山 鎌松

方 川 川 田 

広 兼 健雅 治 真大 和 義孫 慎

樹吾吾 彦 樹卓 司 也 史 弘文吾 

第

一
位
 

第
二
位
 

第
三
位
 

原 木松 黒

田 下 川 川

嗣 雄剛 史

己 大 大 浩 
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喜 良 市 小 学 校 陸 上 部 
金木南中学校男子卓球部 

わ
れ
わ
れ
、

男
子
卓
球
部
は

中
体
連
で

は
、
三
、
四
回
戦
ま

で
し
か
、
勝
ち
進
め
な
か
っ
た

の
で
、
新
人
戦
で

は
、
 一
人
で

も
賞
に
は
い
る
よ
う
に
し

た
い

と
思
い
ま
す
。
 

練
習
で

は
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク

打
ち
合
い
、
 ツ
ッ
ツ
キ
、
バ
ッ

ク
打
ち
、
速
攻
攻
撃
、

そ
の
後

模
擬
試
合
を

や
っ
て
、
実
戦
で

の
実
力
を

つ
け
る
よ
う
に
が

ん
 

ば
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

い

つ
試
合
を
し

て
も
、
く
い

の
残

ら
な
い
よ
う
な
試
合
が
で

き
る

よ
う
に
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
 

新
人
戦
は
、
 一
人
で
も
多
く

賞
に
は
い
り
、
来
年
の
中
体
連

で
は
、
 一
人
で
も
県
大
会

に
出

場
で
き
る
よ
う
に
が

ん
ば
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
 

金
木
南
中
学
校
 

男
子
卓
球
部
 

古
川
真
司
 

来
年
は
、
今
年
よ
り
も
 
っと

よ
い
成
績
を
出
し

て
ほ
し

い
で

す
。
 

喜
良
市
小
学
校
 

陸
上
部
部
長
 
大
橋
架
早
男
 

(
 

ぼ
く
達
、
陸
上
部
は
、
大
会

が
近
く
な
る
と
各
学
級
か
ら
足

が
早
い
人
を
選
び
、
大
会
に
出

ま
す
。
 

今
年
は
、
参
加
者
が
多
く
、
 

み
ん
な
で
、

力
を
合
わ

せ
て
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
練
習
は
、
雨

天
の
日
は
、
体
育
館
、
晴
天

の

日
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
練
習
を

行
い
ま
す
。
練
習
活
動
は
、
も

も
上
げ
、

ス
キ
ッ
プ
走
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
二
周
、
小
刻
み
走
、

ダ

ッ
シ
ュ
、
大
ま
た
走
な
ど
で
す
。
 

陸
上

の
練
習
が
終
わ

る
と
1
7時

ご
ろ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

大
会
出
場
は
、
リ
レ
ー
の
成

績
が
、
と
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。
 

芦
野
陸
上
大
会

は
、
予
選
が

一

位
、
決
勝
で

は
四
位
の
入
賞
で

し
た
。
中
里
で
行
わ
れ
た
、
リ

レ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
で

は
、
決
勝

に
残
っ
て
北
郡
の
代
表
に
選
ば

れ
て
、
県
大
会
出
場
。
県
で
は

さ
す
が
に
足
が
速
い
人
が
、

た

く
さ
ん
い

て
、
ぽ
く
達
で
は
、
 

全
く
相
手

に
な
り
ま
せ
ん
で

し

た
。
 

百
メ
ー
ト
ル
で

は
、
五
年
生

の
大
橋
央
明
君
、
走
り
幅
跳
び

で
は
、
六
年
生
の
原

田
司
子
さ

ん
が
、
と
て
も
よ
く
活
や
く
し

て
く
れ
ま
し
た
。
他
の
人
も
、
 

よ
く
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
 


